
●入社から現在までの仕事内容を教えてください。

●会社を選んだ理由は？

●仕事のやりがい・魅⼒は？

弊社は、いわき市平に本社を拠点し、創業より地域密着型のお客様第⼀主義経営を３０年以上続けております。物質的な豊かさが満たされた現代社会の中
で、⾃然と調和し釣りを楽しむことにより、⼼の豊かさを提案することが⼤切なことと考えております。トビヌケでは、「釣りが好き」、「⾃然が好き」、「⼈が好き」な⽅を
募集しております。

障がい者雇⽤優良
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代表取締役　　　豊田　英樹

ここが
⾃慢

充実した研修制度！釣りの経験が無く
ても安⼼して学ぶことができます。

⼈の
魅⼒

「明るく」、「元気」、「笑顔」のトビヌケス
タッフは、お客様へ⼼の豊かさを提案い
たします。

お客様から「ありがとう」と言っていただけ
る仕事はやりがいがあり魅⼒です。

働く
魅⼒

学生の皆様へ ／

わが社のセールスポイント

本社所在地
設⽴年度

会社
概要

http://tobinuke.com

0246-21-6839
34 名(男性： 20名、⼥性： 14 名）

お客様から「ありがとう」と言っていただける釣具店！
株式会社トビヌケは、ヒトとヒトの繋がりを⼤切に地域密着型の釣具⼩売販売を⾏っている企業です。釣り
の初⼼者から上級者まで楽しめる品揃えとサービスを提供しています。スタッフは、お客様へ釣りの楽しさを
提案するため、⽇々⾃らも釣りを楽しみ、知識と経験の向上を図っています。トビヌケ釣具店は、明るく、笑
顔の多い釣具店です。

資本⾦
年商
ホームページ

経営者（代表者）メッセージ

福島県いわき市平字作町3-3-20〒 970-8026 

5億8,000
万円
万円

従業員数
電話番号
採⽤担当者 本部　　林　克利

1982年
1,000

魚や⾃然環境に関⼼があり、地元で関連した企業を探していたところ、トビヌケへの関⼼が⾼まりました。入社前には、釣りの経験
は殆どありませんでしたが、研修制度が充実しており、⼼配なくチャレンジ出来ることもトビヌケを選んだ理由です。

入社⼀年目から三年目は、実際に⾊々な釣りを⾏い、経験を重ねることで接客にも⾃信が持てるようになり、エリアトラウト、ライト
ソルトゲーム部門の担当を任せていただくようになりました。現在は、イベント企画の⽴案、運営にも携わっています。

企業全体の情報 前年度採⽤実績

募集状況

0

⼥性 0 ⼈ 0 ⼈ 0 ⼈

0

２年度 ３年度
新卒者等(既卒3年以内)

            -

名前：
2014年4⽉入社：

            -

阿部　翔多

⾃己啓発
支援制度

キャリアコンサル
ティング制度 社内検定制度

管理職

2

○

釣⾏経費の補助制度

（　有　・　無　）

メンター制度 （　有　・　無　）

⼈ 前年度の有給休暇
の平均取得⽇数⼈ 1

釣具⼩売業に必要な知識習得の研修（毎⽉１回実施）、実釣研修

採⽤者数

男性

⼈

0

○

⼈ 0 ⼈

休　⽇

福利厚生

25

植田店

諸手当             -    10,000             -             -             -             -時間

雇⽤、労災、健康、厚生、退職⾦制度

合計             -  200,000             -             -             -             -

備　考

就業場所⼈

研修制度

5 ⽇／年

1 ⼈

基本給             -  190,000             -合計 2

離職者数

夏季休暇、冬季休暇、有給休暇休  暇年間休⽇100⽇、シフト制による

％ ％5 12役員・管理職の⼥性割合 役員

初任給
前年度の⽉平均
所定外労働時間

⼈

1

⼈

⽉平均

前年度の
育児休業
取得状況

取得者数

0 ⼈

0 ⼈

⼥
性

⼈ 1 ⼈

○

男
性

募集学歴

【円】 ⼤学院 ⼤学 短期⼤学 ⾼等
専門学校 専修学校 職業能⼒開発

総合⼤学校

接客販売したお客様が後⽇ご来店された際に、「お蔭で釣れたよ！ありがとう」と言って頂いた時に、特に達成感とやりがいを感じ
ます。お客様の思い出に残る釣⾏のご提案、お手伝いできることがこの仕事の最⼤の魅⼒です。

先輩社員インタビュー

0

出産者数

所属： 植田店

正社員の募集
定着状況

前年度
歳35平均勤続

年数 13 年 従業員の
平均年齢

            -

写真②

⼤学院 ⼤学

⾼等専門学校

短期⼤学

専修学校 職業能⼒開発総合⼤学校

実釣研修 スタッフ 種村

写真①


